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これまでの検討経過

≪市職員による検討プロジェクト・チーム≫
庁内の都市整備、防災、福祉、中心市街地、財政担当などの職員１３名により、建設場所や規模・機能などについて、

平成２９年１２月～平成３０年４月まで協議を実施し、報告書を作成。

令和元年７月中旬に、中央地区、南地区、東地区において市民説明会を開催し、整備地区や建て替えと改修の比較な

ど、市の考え方を説明。３地区で４２名の方が参加。

学識経験者の視点から、庁舎整備のあり方について調査・検討いただくとともに、市民意向を把握し、今後の方針決定

の参考とするため、下記の調査を行った。①②ともに平成３０年１１月８・９日に実施。

① 関係機関・組織ヒアリング 商工会議所、観光協会、商店街（中央、駅前、オレンジ、富岡） など

② 利用状況調査 現庁舎の利用者の人数・目的・移動手段 など

③ 市民ワークショップ 町内会、大学生、関係団体などの一般市民が参加し、意見交換を実施

≪学識経験者による調査≫

≪市民説明会≫

平成２３年１２月に実施した庁舎耐震調査で「震度６以上の地震に対して倒壊または崩壊する危険性が高い」

と診断された後、様々な視点から庁舎整備に向けた取り組みを進めてきました。
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現庁舎の現状と課題①

現庁舎の概要

建設年次 昭和４２（１９６７）年８月 （築５２年）

構造種別 鉄筋コンクリート造 地上７階 塔屋１階

建築面積 １,３５２．２㎡

延床面積

６,９３８㎡
１階 １,２８７㎡
２～５階 １,３１０㎡
６階 ２３３㎡
７階 １６９㎡
塔屋 ４．７㎡

敷地面積 ７,１３４㎡

給水設備
高置水槽（ＦＲＰ：１２㎡）
受水槽（コンクリート：７８㎡）

その他 エレベーター２基（６００㎏ ９人乗り）

≪ 課 題 ≫

① 物理的課題

② 機能的課題

③ 財政的課題

●耐震強度不足 ●老朽化対策

●隙間対策・断熱性向上

●ユニバーサルデザイン化

●災害時対応 ●スペース不足

●エレベーター等の設備修繕
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現庁舎の現状と課題②

① 物理的課題

② 機能的課題

③ 財政的課題

●耐震強度不足

●老朽化対策

●隙間対策・断熱性向上

●ユニバーサルデザイン化

●災害時対応

●スペース不足

●エレベーター等の設備修繕

●耐震調査で倒壊または崩壊の危険性があると診断。庁舎は災害対策機能と

しての役割を担うことから、十分な対策が必要。

●壁・柱の亀裂、雨漏りが発生。また、年々修繕費が増加。交換部品の確保が

困難なものもある。

●窓枠の隙間も大きく、断熱性も低い。環境負荷や燃料費も大きくなっている。

●視覚・聴覚障がい者への対応が不十分。全ての市民が利用しやすいデザイ

ンとすることが必要。

●非常用発電設備が必要。また、災害時の司令塔機能や一時的な避難場所と

して使用することも想定する必要がある。

●会議室・相談室の不足が発生していることに加え、市民窓口が分散している

ことによりワンストップサービスが実現できていない。

●今後はエレベーターの修繕費用など、大規模な改修が予定されている。
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「改築（建て替え）」と「改修」のコスト比較

全面改修をする場合、改築にかかるコストの７０％となる一方、耐用年数が３分の１（２０年）となる。

このため、年平均では改修は改築の「２．１倍」のコストとなり、「改築の方が有利」となる。

改 築
（建て替え）

改 修

≪ 年 平 均 コ ス ト ≫

※改築コスト × ７０％

２.１倍のコストとなり

改築の方が有利耐用年数 ６０年で年平均計算

耐用年数 ２０年で年平均計算

（建て替え）



更新手法は とします。
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更新手法の考え方

課題の解決やコストを踏まえ…

項 目 改築 改修

現況課題

耐震性向上 ○ ○

老朽化対策 ○ ○

災害時対応 ○ △

将来機能

まちの顔 ◎ △

市民交流・活動 ◎ △

地域活性化 ◎ △

年平均コスト ○ △

「改築（建て替え）」
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新庁舎に求められる機能と役割

全国の事例やこれまでの検討経過を踏まえ、大きく分けて５つの機能・役割が重要であると考えています。

まちの文化・歴史を象徴し、市民のほか、市内外のビジネス客

や観光客にも利用され、本市の魅力を広くアピールできる庁舎。① まちの顔
【事例】 イベント情報や観光情報

コーナー、姉妹都市コーナー

② 市民交流・
活動拠点

行政手続きの場だけでなく、情報の発信や提供の場として、ま

た、コミュニケーションの場を確保し、誰もが親しみを持ち、利

用しやすく、まちづくりに参加できる庁舎。

【事例】議場・議会図書館の市民開

放、庁舎会議室の休日開放

③ 地域活性化
まちの課題解決のため、市民だけでなく、企業や団体等と連携

を深め、地域の活性化を先導する庁舎。

【事例】 イベント会場として庁舎駐

車場を使用、市民と職員の協働ス

ペース

④ 防災拠点
災害時に司令塔として機能するほか、子ども連れ・高齢者・観

光客など避難弱者の一時避難場所となる総合的な防災拠点。

【事例】 防災会議室を市長室に隣

接、自家発電機の設置、防災広場

を設置

⑤ 市民生活支援
ワンストップサービスによる窓口サービスの効率化や、プライ

バシーの確保及びユニバーサルデザインを導入し、高齢者や

障がい者等も相談しやすい市民にやさしい庁舎。

【事例】 各フロアに多目的トイレ設

置、視聴覚障がい者向けエレベー

ターの設置
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各地区の特徴

本市は東西方向に細長い地形であり、「中央地区」 「南地区」 「東地区」の各地域において成り立ちや異なる特

性を活かしながら、３つの地区で拠点を形成している。

●公共交通網が整備されている。

●市民交流・観光施設（キタカラ等）が

集積している。

●市役所、市立病院、各金融機関、

郵便局など、まちの機能が集約

されている。

中央地区
南地区

●商業施設が集まり、

市民生活の拠点と

なっている。

東地区

●学校等の施設が集まり、

文教施設拠点となって

いる。



整備地区は とします。
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整備地区の考え方

地方自治法や新庁舎に求められる機能・役割を踏まえ…

「中央」地区

地方自治法では、庁舎の場所について

と規定されている。

「住民の利用に最も便利であるように、交通の事情、他の官公署との関係等について適切な考

慮を払わなければならない」

項 目 中央 南 東

中心性、歴史・文化性 ◎ ○ △

公共交通アクセス性 ◎ ○ △

公共交流施設集積度 ◎ ○ △

事業所集積度 ○ ○ △

居住人口 △ ○ ○

防災性 △ ○ ○
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財源の確保とスケジュール

熊本地震の被害状況を踏まえ、平成２９年度には「公共施設等最適化事業債」に“市

町村役場機能緊急保全事業”が追加され、内容を拡充し、新たに「公共施設等適正

化管理事業債」となった。

ただし、当起債を活用するためには、“令和２年度末（令和３年３月）までに実

施設計に着手すること”が条件となっている。

庁舎を整備する際に活用できる有利な起債であるため、本市としても当起債の活

用を検討。

これらを踏まえ、庁舎整備のスケジュールを作成。
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今後のスケジュール

令和４年４月：発注・契約 令和４年５月：工事着工

令和元（2019）年度 令和２（2020）年度 令和３
（2021）
年度４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

市 民
説 明

市民アン
ケート

市 民

ワーク
ショップ

検討
委員会

構想・
計 画

基 本
設 計

実 施
設 計

基本構想・基本計画

（令和元年12月～令和２年７月／８ヵ月）

基本設計

（令和２年９月～令和３年２月／６か月）

実施設計

（令和３年３月～令和４年２月／12ヵ月）

基本構想・基本計画にて、

「整備場所」 「機能・役割」を

協議し、決定！

11.11



基本構想でまとめた「骨格」に肉付けしていきます。
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基本構想・基本計画の概要

基本構想 （令和元12月～令和２年２月／３か月）

敷地

建物イメージ

現庁舎の状況把握、新庁舎の考え方と「骨格」

となるものを作成します。

【検討事項】

・基本理念 ・規模 ・建設場所 ・スケジュール

・事業費 など

基本計画 （令和２年３月～7月／５か月）

建設地を決定し、施設規模を設定します。（間取りは

設定しない）

建物ゾーニング

イメージ

【検討事項】

・配置 ・動線 ・ライフサイクルコスト ・事業費 など

必要諸室の整理と標準的な室の大きさと要望を整

理します。（間取りは仮設定）

４Ｆ

３Ｆ

２Ｆ

１Ｆ


